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 第４編  計画の進行管理 
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 第１章 進行管理の方法 

１ 基本的考え方 

本計画を着実に実行し、また、適宜見直しを行うなどして実効性のある取組の展開を

目指すため、Ｐｌａｎ（計画の策定）、Ｄｏ（施策の実施）、Ｃｈｅｃｋ（点検・評価）、

Ａｃｔｉｏｎ（改善・代替案）のＰＤＣＡサイクルに基づく計画の適切な進行管理を行

います。 

 

２ 実施体制 

ＰＤＣＡサイクルに沿って進捗状況を把握、点検・評価し、計画を着実に推進します。

また、点検・評価の結果については、「朝霞市廃棄物減量等推進審議会」で検討するとと

もに、広報紙、ホームページ等により市民に公表していきます。［図 4-1-1］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1-1：ＰＤＣＡサイクルに基づく実施体制 

 

 

 

○点検・評価に関しては、年度別達成目標と実績値の比較 

○達成度評価に関しては、市の自己診断及び「朝霞市廃棄物減量等推進審議会」 

 における検証 

○「朝霞市廃棄物減量等推進審議会」への報告・検討 
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 第２章 計画のフォローアップ 

１ 一般廃棄物処理実施計画の策定 

「第５次朝霞市一般廃棄物処理基本計画」が 10 年の長期計画であるのに対し、各年度

の計画として「朝霞市一般廃棄物処理実施計画」を策定する必要があります。 

一般廃棄物処理実施計画◇では、以下のような内容について具体的な計画を作成します。 

（１）ごみ処理 

① 処理計画量等の見込み 

② 排出抑制計画 

③ 再資源化計画 

④ 収集・運搬計画 

⑤ 中間処理計画 

⑥ 最終処分計画 

⑦ 災害廃棄物処理計画 

（２）生活排水 

① 下水道施設の整備 

② 下水道の普及と適切な維持管理 

③ 合併処理浄化槽の設置推進 

（３）し尿及び浄化槽汚泥 

   ① 収集・運搬計画 

   ② 中間処理計画 

   ③ 最終処分計画 

   ④ その他の施策 

 

２ 施策の進捗状況の確認及び施策推進策等の検討 

施策の推進に当たっては、進捗状況を把握し、必要があれば事業の促進を図っていく

ことが求められます。また、社会情勢の変化などに対応し、新たな視点での施策展開が

求められることも考えられます。また、朝霞地区一部事務組合が策定した「し尿処理施

設生活排水処理基本計画」の処理方針の推進状況と連携・整合を図っていくことも必要

です。 

これらのことを的確に判断し、効率的・効果的な施策展開を図るため、施策の進捗状

況を「朝霞市廃棄物等減量推進審議会」に報告し、各種施策の達成度の検証、評価及び

推進策の検討等を行っていくこととします。 

 

３ 計画の見直し 

各年度の「朝霞市一般廃棄物処理実施計画」及び「し尿処理施設生活排水処理基本計

画」の施策の進捗状況を踏まえ、「朝霞市廃棄物等減量推進審議会」の意見をもとに、計

画の点検・評価を行います。なお、計画を見直す時期については、５年ごととします。

また、法制度の改正、新法の施行、施設整備の進捗など、情勢の変化を踏まえ必要が生

じた場合には、状況に応じて行うものとします。

 


